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学校ボランティア，学級経営に貢献度大…
授業の中で，休み時間に，子ど もたちに受け入れられている学生の姿は，頼 も し く も あ る 。

福島市立清明小学校・杉妻小学校編

「ボランティアの学生さんが来てくれて，本当に助かってます。自分から積極的に子ど

もたちに関わってくれて，担任からも『学生が学級に入ってくれて，とてもありがたい』

との声が多く聞かれます。」と，ボランティア実践校の各校長が異口同音に語る。学生の

実践的指導力を身につける上で，確実に役立っているだろうと実感できる場面も多い。

【福島市立清明小学校】

『学校ボランティアをはじめて』

人間発達文化学類 文化探究専攻

3年 真船 紗弥

私は，１０月から毎週月曜日に清明

小学校へ行っています。子どもたちと

一緒に登校し，放課後まで過ごせる時

間，現職の先生方と話せる機会は私に

とって，将来教員になりたいという気

持ちを再確認できる有意義な時間とな

っています。

また，日ごろの講義の中で「授業」

について改めて考えたときに，実際に

学校で参観して学ぶことが一番である

と感じ，学校ボランティアを始めよう

と思いました。通い始めのころは，週

に一回しか行くことができず，自分に

何ができるのか不安がありました。し

音楽授業：曲の進行を示し，練習に協力．

女児は，少しずつ自信増加！

かし，回を重ねるごとに子どもたちの

小さな変化や成長を感じることがで

き，学校に行くのがより楽しみになり

ました。その中で，今日は発問に注目

して参観しよう，子どもたちの表情に

注目しよう，といったように参観する

うえでの視点について考えるようにな

りました。さらに，自分がこの授業を

する時にはどんな問いかけや教材を使

うのかも考えながら参観しています。

そうすることで自分自身の課題が見つ

かり，その課題を学校ボランティア支

援室の先生方や友達と話す中で解決し

ていくことができ，新しい発見にもつ

ながっています。

今後も継続的に学校に行って，感じ

たことなどを共有し合いながら自分の

学びにつなげていきたいと思っていま

ます。

休み時間：楽しい歓談も織り交ぜながら

算数プリント完成に一役。
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担任から学べることは，記録・記録・記録！ 子どもの想いに立って，適切にアドバイス

【福島市立杉妻小学校】

『４月１日を迎えるにあたって』

人間発達文化学類 文化探究専攻

４年 鈴木 香菜子

教員採用試験を終え， 12月から学

校ボランティアを再開しました。３

年時の活動は採用試験でもとても役

立ち，面接等で自分の実体験を踏ま

えて語ることができました。今は，

４月から教師として子どもたちの前

に立つのだという意識をもって活動

しています。昨年度は，不登校の児

童と一対一でかかわりながら個の児

童理解に取り組んできました。４年

時の現在は，３年３組に入らせてい

ただき，個から学級全体へと視野を

広げて児童理解に努めています。

最近感じている課題は，子どもた

ちに対して，どの場面で指導が必要

なのか，指導する際にはどんな方法

をとるべきか自分の中で迷いがある

ことです。学級では，子どもたちの

「すばらしいな」と感じる言動や

「これはまずいな」と感じる言動と

幾度となく遭遇します。しかし，私

の中にそれらを判断する明確な基準

がないこと，基準がないから指導の

仕方もあいまいになることに気が付

きました。担任の先生に相談すると，

判断基準は先生方一人一人で異なる

こと，自分なりのぶれない軸を見出

していけるといいねというアドバイ

スをいただきました。今は先生の指

導の様子を見ながら自分だったらど

うするかと常に考え，自身の実践に

つなげていくことを意識しています．

私は，集団の輪を大切に，学級の子

ども全員の笑顔あふれる学級をつく

りたいという思いがあります。その

ために，自分の中で軸をどこに設定

し，どう働きかけていくか，少しず

つ明確化させていきたいと思います。

【学校ボランティア支援室から】

指定された学級へ学校ボランテ ィ アに入

る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 回数が増 え る と ， 子 ど も た

ちに馴染み，学生にとっ ての心の居場所に

もな り得る 。

指示 さ れ た こ と を 手伝 う事 に加 え ， 自分

のテーマ を決め て参加す る こ と も 効果が大

き い の で は な い か と 思 う 。 「 教 師 の 発 問 」

「板書 」 「指示の仕方 」 「 ノ ー ト指導 」 「課題

提示方法 」 「特に指導を要する子への接 し

方 」 「子ど ものほめ方 」等々。


